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◆◆◆◆研究研究研究研究キーワードキーワードキーワードキーワード                                                                                                                                            

  科学哲学 ／ 認識論 ／ 知識論    

◆◆◆◆主要業績主要業績主要業績主要業績                                                                                                                                                        

・2005 年度の出版された業績はないが、当該年度の研究とパスカル大学での講演内容は、「魅力ある大学院教育」

イニシアティブ 対話と深化の次世代女性リーダーの育成 活動報告書 において、「安定性とモジュール性 科学

的知識の本質的特長」として掲載予定。 

◆◆◆◆研究内容研究内容研究内容研究内容                                                                ◆◆◆◆教育内容教育内容教育内容教育内容                                                                    

 これまでの研究では、科学の本格的な成立に必要

な観察・実験の役割、特にこれまでの科学論・知識

論であまり注目されてこなかった、観測・測定装置

の製作・使用に必要な背景知識の役割について、考

察を深めてきた。 

2005年度も、このような観点を共有するテキストの

研究を行ってきたが、特に、20世紀前半の論理実証

主義の哲学者で現在は取り上げられることの少ない

ファイグルが、上記の点について的確に論じている

のを発見した。 

このような、これまでの研究内容を中心にして、大

学院教育イニシアティブにおいて参加した、フラン

ス・パスカル大学のシンポジウムで発表を行い、ま

た、フランスにおける哲学研究の事情を知ることが

できた。 

ただし、シンポジウム参加の準備に時間をとられた

ため、成果の発表については昨年度は十分ではなか

った。 

毎年、思想史・科学史における知識論の問題を講義で取

り上げているが、本年は哲学・科学史の授業で、最近の

西洋古典学の研究による、ギリシャ古典期からヘレニズ

ム時代における懐疑論と科学方法論の解明の成果を取り

入れ、紹介した。 

また、哲学の授業では、初期ストア哲学における因果性

の理解が、物体と出来事を結びつける実在論的なもので

あり、ヒュームに代表されるような近世以降の法則論的

な因果性の考え方とは異なる側面を持つことを取り上げ

た。 

 こうした論点は国内の文献や概説書で取り上げられる

ことが無く、また私自身の関心の薄かった部分でもあっ

たため、学部・大学院の授業は昨年よりも充実させるこ

とができ、また自身の研究にも役立つ経験となったと考

えている。 
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◆◆◆◆Reseach PursuitsReseach PursuitsReseach PursuitsReseach Pursuits                                                ◆◆◆◆Educational PursuitsEducational PursuitsEducational PursuitsEducational Pursuits                                                

Recently I have studied the role of background knowledge in 

science.  Such knowledge is   necessary to make scientific 

instruments and to use them for observation or experiment. In 

2005 academic year I found that Feigl, one of the members of 

Wiener circle, already took such a view. I presented my result 

obtained until now at the conference held at Pascal university in 

France. The draft is to be printed soon. 

In 2005 academic year I added new topics to the content of my lecture 

on epistemology and history of science. One topic is Greek and 

Hellenistic skeptic philosophy and methodology of science. They are 

intensively studied now.  Another topic is Stoic conception of causality 

which is the realistic one contrasted to the modern nomological 

conception of causality. These topics are not popular in Japan, so my 

lecture became helpful to students. 

◆◆◆◆将来将来将来将来のののの研究計画研究計画研究計画研究計画・・・・研究研究研究研究のののの展望展望展望展望                                                                                                                     

現代における科学の役割の重要性は明らかであるが、科学の実質、科学の方法論については論争も多く、また相対

主義的観点から科学の役割を不当に貶める見方も存在する。今後も、現代科学が歴史的な拘束条件の下で、どのよ

うに合理的な方法論と有効な知識を構成できたのかというテーマで研究し、成果を出版したい。また、昨年度から

の海外交流の継続も予定しており、海外でも日本における江戸時代以降の自然研究や合理的思考の発達過程を紹介

しながら、わが国における科学の受容のあり方について、自身の今後の研究・教育に反映させていきたい。 

◆◆◆◆受験生等受験生等受験生等受験生等へのへのへのへのメッセージメッセージメッセージメッセージ                                                                                                                                

哲学の 20 世紀における重要な仕事としては、ドイツ語・英語圏における論理学の発展に、数学基礎論とともに貢

献したこと、また、アメリカを中心にして、心理学・認知科学の方法論について、哲学者が方法論の議論を中心に

影響を与えてきたことがあげられる。このように、哲学は他の学問分野に対して閉じられたものではなく、いろい

ろと関係している。私自身も、専門の哲学以外に、数学・自然科学、科学史、社会科学の研究・文献から多くを学

んできた。受験生の皆さんも、自分の関心を狭めることなく、大学ではさまざまな分野を勉強してもらいたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


